
　令和５年12月９日（土）に秋葉区文化会館にて秋葉区地域福祉推進
フォーラムを開催しました。当日は会場とオンラインで多くの方より
ご参加いただき、誠にありがとうございました。
　今年度は「伝えあう想いから支
えあうカタチへ～地域共生社会を
目指して～」をテーマに、新潟医
療福祉大学 青木先生にコーディ
ネートをお願いし、地域の茶の間、
支え合いのしくみづくり、企業、
社会福祉協議会からそれぞれの取
り組みと想いを発信しました。

　地域の茶の間 三善道「絆」の会 会長 小林
様、副会長 三澤様より、三つの町内が一
体となり、地域の誰もがつながることがで
きる居場所が作りたいという想いから立ち
上がった「三善道憩いの場『絆』」について発
表がありました。地域のつながりを求めて、
様々なしくみやこだわりがたくさん詰まっ
た取り組みを行っています。

　支え合いのしくみづくり会議 構成員 中野
様より、民生委員児童委員として見守り活動
に取り組んでいる想いや、「おぎかわあったか
ネット（見守り活動）」の役割について発表があ
りました。暮らし続けている人たちで地域の
支え合いのしくみづくりについて考えていく
ことが大切であり、日々の暮らしの安心感が
増してくるものと思われます。
　ニコニコキッチン新津店 店長 佐々木様より、認知症予防の情報発

信や、認知症サポーター養成講座を活用し子
どもや企業を含めた地域に認知症の理解を広
めることの必要性について発表がありました。
見守りやニュースレターの発行等、様々な取
り組みで「認知症」と向き合っています。

　秋葉区社会福祉協議会より、ひとり親世帯
へのアンケート結果から考える様々な地域課
題について発表しました。地域には様々な方
が住んでいるということを少し理解すること
で、支えあい、そして支えあうカタチになり、
地域共生社会の実現に近づきます。
　各シンポジストの発表があった後、参加者
の皆様に地域の様々な活動をまとめた映像を

ご覧いただき、青木先生から「これが秋葉区の底力である」とのメッ
セージをいただいたことで、地域課題に対する取り組みの大切さを再
確認する機会となりました。

　最後に先生から、「協働とネットワーク、つ
まりつながることが大事。今回実践を通して、
皆さんも理解が深まったと思う。プロセス(過
程)を丁寧に行うことで、秋葉区の地域力は更
に高まっていくものである。」とまとめていた
だきました。
　秋葉区社会福祉協議会では、これからも地
域共生社会を目指し、関係機関・団体を含め

た地域の皆様と一緒に地域福祉活動に取り組んでいきたいと考えてお
りますので、今後もよろしくお願いいたします。
　また、地域活動をまとめた映像は貸出が可能ですので、ご希望の際
は秋葉区社会福祉協議会へお問い合わせください。

　秋葉区内において民間社会福祉の増進に貢献し、社会福祉事業の進
展に寄与された方々を紹介します。（敬称略）
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ひとり親世帯の福祉に関するアンケート集計の報告について
　令和５年7月28日（金）・29日（土）、ひとり親世帯に食料支援を行いました。
　この取り組みは、令和３年度から、新型コロナウイルス感染症に係る経済的負担の軽減による生活支援として、ひとり親世帯を対象に食料支援
を行ってきました。この取り組みを通し、秋葉区社会福祉協議会とつながることで、孤独感の解消と生活の不安に対して関係機関と連携しながら
継続的な相談支援を行うことを目的にしています。
　今年度で３年目を迎えるにあたり、今後の食
料支援の在り方や、現在の困りごと等、アンケー
ト調査を行うことで、今後の取り組みの方向性
を検討していきたいと考えています。

　この調査では、対象世帯約500世帯のうち、
200世帯の回答をいただきましたが、ひとり親
世帯の生活実感は、コロナが５類になった今日
でも、生活や子育ての不安は絶えないことがア
ンケートから伺えました。
　結果では、食料支援を継続してほしい、入学準
備に必要な物品の頒布会をしてほしい、どこに相
談したら良いか分からないなどの声がありまし
た。また、子どもの居場所やこども食堂があるこ
とを知らない、利用したことがない等の意見もあ
り、今後の地域づくりの課題となりました。
　今後につきましては、アンケートの結果をも
とに、関係機関や各団体の皆さんと一緒に地域
づくりを考えていきたいと思います。

　歳末時期の見守り活動の一環として、令和5年12月23日(土)に区内の対象者の方
へ歳末ふれあい弁当をお届けしました。
　今年度は、物価高騰等の理由からおせち料理から歳末ふれあい弁当に変更となりま
したが、訪問の際には、お弁当とともにお声がけや子どもたちからのお手紙をお渡しし、
皆様の温かい気持ちも一緒にお届けしました。

　これまでも地域の見守り活動の一環として取り組んでいただいておりました、新町ふれまち委員会、小合地区社会福祉協議会、小須戸コミュニティ
協議会、山の手コミュニティ協議会、そして小須戸中学校の中学生ボランティアの皆様からも今年度も継続してご協力をいただきました。

　近年、地域における人間関係の希薄化などにより社会的孤立の問題が出ています。
また、少子高齢化に伴い、単身高齢者や高齢者夫婦世帯の増加など、支援を必要
としている世帯が増え、様々な課題に直面しています。
　そのような中、誰もが地域で安心した生活を送ることができるよう、地域住民の
支え合い活動として、見守り活動は大切な取り組みです。
　現在、見守り訪問活動やサロン活動など、様々な見守り活動が行われています。様々
な活動や取り組みが一体となり、地域の中で連携した見守り活動が重要となります。

 見守りの効果
○身近な地域の中でお互いのさりげない気づかいやちょっとした声かけなど、地域で
の見守り活動によって、様々な福祉課題（認知症や介護・育児疲れなど）を早期に
発見し、必要な支援につなぐことができます。
○日頃の見守り活動が行われている地域ほど、災害時における住民同士の助け合い
が円滑に進むと言われています。

見守り活動で緊急情報キットの
情報更新の呼びかけを　　　　

　緊急時に医療情報や緊急連絡先等迅速な
活用のために備えておく緊急情報キット。
　緊急情報キットの情報は日常的に活用されるものでは

ありませんが、いざという時の大
事な情報です。
　そのため、情報が古いといざ
という時に役立ちません。定期
的に見直し、最新の情報となる
よう更新することが大切です。

　情報更新を忘れないためにも、
日頃の見守り活動の中で定期的
な更新を呼びかけましょう。

歳末ふれあい弁当配食事業を実施しました

　今年度新たに、「古田町内会」「こがね町自治会」「車場３丁目町内会」「草水町町内会」でこの事業を地域と連携した見守り活動として実施いたしました。

地域の皆様から寄せられ
た歳末たすけあい募金の
配分金で実施しました

障がいをお持ちの一人暮らしの方、または、75才以上の
一人暮らしで友愛訪問事業を利用している方対　象　者

友愛訪問事業
地域の方 （々民生委員児童委員、ボランティア等）のご協
力をいただいて、見守りの必要な満75才以上の一人暮ら
し世帯等へ月1回訪問する活動です

古田町内会

こがね町自治会
車場３丁目町内会

草水町町内会
　町内会三役、福祉部、民生委員児童委員が連携し、歳末ふれあい
弁当のお届けを通した見守り訪問が行われました。町内会として初め
て取り組むことから、日頃から見守り訪問活動を行っている民生委員
児童委員と打ち合わせを行い、打ち合わせを重ねることで、町内会と
民生委員児童委員の連携も深めることができました。
　当日は、対象の皆さんから大変感謝され、玄関で心待ちにしておら
れたり、見送りまでしてくださる方もいらっしゃいました。訪問した皆さ
んも「その気持ちが嬉しい」と心温まる取り組みとなりました。町内会
長の川﨑さんも「町内で訪問したこと
の意義は大きい」と町内でこの取り組
みが行えたことで、町内の支え合いを
考える機会となりました。実際に、積
雪があったことから、訪問の際に玄関
まで雪かきを行うなどの“支え合い”が
生まれていました。

　草水町町内会では、女性を
中心に町内の福祉活動を進め
ている「ちゃおの会」があります。
今回、地域で行う歳末時期の
見守り活動として検討する中
で、秋葉区社会福祉協議会か
らの事業説明や同じ新津東部地区で５年前から地域で取り組んでいる
新町町内会からもお話を伺い、草水町町内会でも「ちゃおの会」と協
力して取り組むことになりました。
　ちゃおの会の皆さんからは、「訪問を待ち望んでくれていてとても嬉
しかった」「久しぶりにお会いすることができて良かった」等、普段なか
なかお会いすることのない方とも交流する機会になったりと、地域の
“顔の見える関係”につながる機会となり、この取り組みを通して、町
内の一体感をさらに深めることができました。

　町内会長を中心に、民生委員児童委員やおぎかわあったか
ネット協力員の皆さんが一丸となり、ふれあい弁当のお届けを
通した見守り訪問が行われました。
　日頃の「おぎかわあったかネット」の訪問では、協力員の皆さ
んの親しみのある声かけで会話も弾み、対象の方も気さくにお
話してくださるようになり、訪問する側もとてもうれしい気持ち
です。同じ町内同士の何気ないやりとりがお互いの距離を縮め、
町内のつながりを深めます。今回のふれあい弁当では、クリス
マス前に実施ということもあり、クリスマスプレゼントをお渡しす
るような気持ちでした。対象の方も玄関で心待ちにしておられ
た方もいて、楽しみにされており、日頃の「おぎかわあったかネッ

ト」同様、地域の温かい交流の機会
となりました。
　今後も町内会で互いにつながり合
う見守り活動を継続していきます。

　自治会役員と民生委員児童委員は日頃から「おぎかわあったかネット」で連
携しており、そのチームワークで歳末ふれあい弁当の事業にも地域で取り
組みました。
　訪問先は、「おぎかわあったかネット」で顔馴染みの方々です。当日は、
積雪もあり、スコップを持参して雪かきをしながらの訪問でした。対象の皆
さんもいつも訪問に来る町内の方たちということで、訪問時には会話を交
わし、とても喜んでくださいました。また、当日ご不在のお宅もあり心配し
ましたが、日頃からのつながりですぐに理由も
わかり、身近な町内での見守りは大切だと改
めて感じた出来事でした。
　自治会長の加納さんからは「ふれあい弁当
の配食は初めての取り組みだったが、自治会
と民生委員児童委員と協力してできたことはと
ても良かった」と、またひとつ連携する機会が
増えたことで、地域のつながりを深めるものと
なりました。

安心して暮らせる地域づくりにつながる“見守り活動”

Q秋葉区内のこども食堂や子どもの居場所があることを知っていますか。
　また、あなたやお子さんは、これらの居場所を利用したことがありますか。
　（「知っているが利用したことはない」「知らない」の回答者のみ。）地域の子どもの居場所を利用したいですか。

ひとり親世帯の福祉に関するアンケート調査結果（抜粋）

現在の暮らし向き 今後の食糧支援の必要性 困りごとや不安なこと（複数回答可）
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いつも笑顔で迎えてくださいます！
（おぎかわあったかネットの訪問の様子）

日頃のおぎかわあったかネットの
訪問の様子

ふれあい弁当のお届けも
とても喜ばれました

ありがとうの言葉が嬉しいですね

　車場３丁目町内会・こがね町自治会は、荻川地区の
高齢者見守り事業「おぎかわあったかネット」に取り組
んでいます。このたびの歳末ふれあい弁当配食事業で
も、日頃からの信頼関係が活きたものになりました。



支え合いのしくみづくり ＜１層＞
●秋葉区全域：小林

＜２層＞（中学校圏域）
●新津第一・第二圏域　：加藤
●新津第五圏域　　　　：時田
●小合・金津・小須戸圏域：吉岡

「支え合いのしくみづくりについて知りたい」と思った時など、
いつでもお声がけください。皆様のところへ説明に伺います。

支え合いのしくみづくり推進員

　超高齢社会や少子化、つながりの希薄化など様々な課題がある中で、住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けていくために、生活支援・介護予
防などの充実を図るため、身近な地域での支え合いの取り組みを関係機関と連携を行いながら、地域の皆さまと推進しています。また、支え合いのしくみ
づくりを推進するため、１層では秋葉区全域で取り組むべきもの、２層では各圏域の課題について、地域の構成員と検討し取り組みを進める、支え合いの
しくみづくり会議を実施しています。

　2025年には高齢者の５人に１人が認知症
になっていくという時代の中で、認知症の人
が住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れる地域づくりはとても重要です。そこで、
地域づくりをすすめる一歩として、認知症に
ついての正しい理解を広めるため、チラシを
作成し秋葉区内全戸へ配布しました。この
チラシは、認知症の理解を広めるとともに、
認知症に関する不安や悩みなど心配ごとが
あったときに相談できる身近な相談窓口も記
載し、認知症に関する様々な場面で活用できるものとなっています。

　また、地域づくりを考える機会として、
研修会を開催しました。支え合いのしくみ
づくりを進めるため各地区・団体等から
選出された構成員や地域で見守り活動等
に取り組んでいる団体の皆さんからご参
加いただき、地域で今できることをグルー
プワークを通して皆さんと考えました。
　令和6年1月1日、「共生社会の実現を

推進するための認知症基本法」が施行されました。認知症の人が安心
して暮らしていける地域づくりに向けて、令和６年度以降も関係機関・
団体や地域の皆さま、企業や学校とも連携しながら取り組みを進めて
いきます。

　地域に暮らす誰もが安心して生活を送ることができるよう、新津東
部地区社会福祉協議会が作成した困りごとがあったときの相談先をま
とめた一覧表を他地区でも広められないかと検討を進めてきました。
新津東部地区が作成したものを参考に、その地区に合った形で作成
し、阿賀浦地区においては8月に全戸配布、新関地区においてはこれ
から配布予定です。今後は、地区ごとに行っている見守り等の活動の
中で、地域に暮らす誰もが安心した生活を送るためにどのような取り
組みができるか検討を進めます。
　支え合いのしくみづくりの取り組みについては、コミ協や自治会・町
内会等の地域の皆さんと打ち合わせをするなど、支え合いの活動が広
がるよう検討してきました。まだまだ支え合いのしくみづくりについては
知らない方も多く、今後も支え合いの活動がより一層進んでいくよう、

構成員の皆さんとアイデアを出し合
いながら取り組んでいきます。
　令和6年度は新たなテーマとし
て、毎日の生活に関わってくる「ご
み出し」に関する支え合いについて
検討を進めることとしています。

　新津中央地区、新津西部地区、荻川地区では、緊急時等もしもの
時に必要となる情報を備えておくための「緊急情報キット」について、
各コミ協が主体となり、配布を行っています。もしもの時に活用できる
よう、配布した後も、自治会・町内会や民生委員児童委員等と連携し、
日頃からの見守り活動の中で緊急情報キットの活用の仕方を呼びかけ
ていくことが重要です。そのためにも、緊急情報キットが地域の助け
合いの一助となり、見守りのツールとしても活用していけるよう、周
知方法や緊急連絡先の考え方、情報更新の仕方など、検討を進めて
います。
　また、日頃の見守り活動から、認知症に関わる対応の難しさが課題
にあがっています。認知症は誰もがなる可能性のあるとても身近な病
気です。自分だけではなく、家族や身近な人が認知症になる可能性も
あります。このように身近な認知症を自分事として考え、住み慣れた地
域で安心して暮らしていくためには
どうしたらよいか、関係機関（社協、
包括、行政など）も含め、地域で考
えていくことも大切です。令和６年
度も温かく見守り合える地域を目指
し、できることを考えていきます。

　高齢者等の暮らしの中のちょっとした困りごとや心配ごとを、地域の
支え合いの力を活かして地域で助け合う、支え合いのしくみづくりを進
めていますが、この取り組みを知らない人がまだまだ多いことから、今年
度は周知の仕方について検討してきました。実際に地域の茶の間・いき
いきサロンにて周知活動を行ってきましたが、「支え合いのしくみづくり」
という言葉を初めて聞いたという声も聞かれ、周知がまだまだ必要という
ことが分かり、今後も地域コミュニティ（自治会・町内会等）を通じて周
知を行っていきます。また、地域では、見守りや居場所づくり、生活支援（ご
み出しや除雪など）等、様々な「支え合い活動」が取り組まれており、地
域の取り組みもあわせて周知することで、「支え合い」を広めていきます。
　そして、周知だけではなく、実際にこの圏域だからこそ“出来ること”“必
要なこと”の「しくみづくり」に取り組んでいくことから支え合いの理解にも
つながるのではないかといった意見もあり、圏域の取り組みも検討してい
きます。例えば、この圏域では、
サロンが支え合いの土台でもある
が、課題もあがってきていること
から、令和6年度は、サロン情報
交換会（交流会）等を実施しながら
「しくみづくり」を進めていきます。

今年度の取り組み
①「見守り対象外世帯の課題について」
②「支え合いのしくみづくりの取り組み方法（地域の相談窓口）について」

今年度の取り組み
①「支え合いのしくみづくりの周知について」
②「小合・金津・小須戸圏域での取り組みについて」

今年度の取り組み
①「緊急情報キットの活用方法について」
②「見守りにおける認知症の対応について」

　子どもからお年寄りまで、地域の誰もが参加することができる居場所である地域の茶の間・いきいきサロンは、地域の交流の場
としての役割を担っており、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるという支え合いのしくみづくりの大事な土台となっています。

地域の茶の間・
ふれあいいきいき
サロン助成事業

　概ね自治会・町内会を範囲とした定期的な交流の場をつくるための助成事業です。
運営にあたって、運営費の一部を助成します。
○例えば、月1回定期的に開催の場合
＜市社協助成＞ひと月2,500円まで
＜区社協助成＞定額3,000円＋500円×実施回数
あわせて、年度内の助成額上限は、39,000円となります。

助成条件等もありますの
で、詳しくは、秋葉区社
会福祉協議会までお問い
合わせください。

　「地域の茶の間・ふれ
あいいきいきサロン」の立
ち上げや立ち上げ後の支
援なども行っています。
お気軽にご相談ください。

研修会では、認知症の人と家族の会 
等々力様よりご講演いただきました

　ボランティア・市民活動センターは、ボランティアや市民活動に関する身近な
相談窓口です。様々な団体や社会資源と連携しながらボランティア活動を応援し
ています。
　区民の皆様の声を形にできるよう、ボランティアと施設・団体との調整をしたり、
ボランティアの皆様が活動しやすくなるような情報提供を行っています。
　また、ボランティアや福祉に関わるきっかけづくりとして、年間を通して様々な
講座や研修会を開催していますので、興味のある方はぜひご参加ください。
　なお、学校での「福祉」の学びや、企業での「ボランティア」や「認知症」の学び
のお手伝いもしております。お気軽にご相談ください。

　令和５年11月11日（土）、新津地域交流センターにて障がい児・者の将来のための今からできる準備講座
を開催いたしました。
　近年、障がい児・者を抱えるご家族から、「子どもの将来が心配」「自分がいなくなった後、子どもが暮ら
せるように何を準備しておくと良いのか」など相談が寄せられたことから、本講座を開催し、当日は定員

２０名のところ３０名と多くの参加をいただきました。
　内容は、真友社の石田友美様から、「障がいのある方の生活について考える」、社協コミュニティソーシャ
ルワーカーから「個別相談から考える事前準備」、ボランティアセンターからは「地域でつながっていくことの
必要性」をお話しました。
　参加された方からは、「家族だけで本人を見てきたが、地域とつながることの大切さを実感した」「障がい
児を持つ若い親にも参加してほしい」等と感想をいただき、この講座を「初めの一歩」として、今後も皆さまの
声にこたえられるよう考えていきたいと思います。

　令和５年11月15日（水）、新津地区グリーンセンター及びけやき福祉園、満日の里、ぶどう
工房にて障がいの理解講座を開催いたしました。
　満日地区の癒しの里連絡協議会と満日コミュニティ協議会では、満日地区での買い物支援
の取り組みを行っています。障がい施設についての理解や利用者についての理解を深め、地

域と施設が交流できる機会をつくることを目的に取り
組みました。
　実際に地域の方が施設を見学することで、利用者の活動が分かり、「そ
れぞれの利用者が生き生きと活動している様子が素晴らしかった」「同じ
地区の中に施設があるのは知っていたが、知らないことが多かった。参加
してよかった」と感想をいただき、地域と施設が「もっと交流したい」「広く
地域の人に参加してほしい」と言った声がたくさん寄せられました。　

秋葉区の福祉施設を対象にアンケートを行いました。
このアンケートにより普段の施設の様子やボランティアの受
け入れ状況について貴重なご意見をいただくことができまし
た。これらの結果を参考に、今後のボランティア育成や施
設利用者が施設での時間がより充実するよう、施設と秋葉
区社会福祉協議会が連携できる方法を検討してまいります。

ボランティア受入についてのご相談は
秋葉区ボランティア・市民活動センターへ

　　　（0250）24-8345 （ボラセン直通）

令和６年３月１日（金）14：00～16：00
新津地域交流センターにて開催
登録ボランティア（団体・個人）、にいがたし元気力アップ・
サポーター、地域の茶の間・ふれあいいきいきサロン、秋
葉区内施設の皆さんが集まって交流会を開催。
ボランティアのステージ発表や体験、情報交換など楽しい
時間を過ごしました。

秋葉区ボランティア・市民活動センター

報告　障がい児・者の将来のための講座を開催しました

報告　障がいの理解講座を開催しました

 ボランティア活動保険
　令和６年度のボランティア活動保険への加入を受付中です。
昨年度加入された保険は３月末で補償期間が切れますので、
４月１日からも補償を希望される場合は、３月２９日（金）までに、
社協窓口にてお手続きください。新規のご加入もお待ちして
おります。

  基本プラン 天災・地震補償プラン

 年間保険料 ３５０円 ５００円

※おつりのいらないようご用意願います。

令和５年度
ボランティア交流会を開催しました

施設ボランティアについて
アンケートを実施

131名
参加しました

１層 秋葉区全域 ２層

２層２層

新津第一・第二圏域

小合・金津・小須戸圏域新津第五圏域



金津小学校４年生 小合小学校４年生

社会福祉法人等の地域における公益的な取り組み特集
　地域共生社会の実現に向けて、社会福祉法人等も地域の一員として、地域住民とともに、地域づくりに積極的に取り組むことが期待
されています。

秋葉区社会福祉法人等ネットワーク（  高齢 29事業所　障がい 16事業所　児童 15事業所　社協 1事業所 ）
　平成２８年４月１日、社会福祉法の改正により、すべての社会福祉法人の責務として「地域における公益的な取り組み」の実施が明記されました。社
会福祉法人等の福祉施設は、地域における様々な課題に向き合い、あらゆる団体や住民と連携して支え合う地域づくりに取り組むという大切な役割
を担うことになります。
　秋葉区社会福祉法人等ネットワークとして、地域と共に地域ニーズに対応した地域福祉の推進に努め、地域共生社会の実現を目指していきます。

　令和6年1月19日(金)
に新津地域交流センター
にて、秋葉区内の福祉
施設等が、それぞれの
特性や専門性を活かしな
がら地域と連携した公益
活動に取り組み、地域共生社会を目指していく機会と
するため、秋葉区社会福祉協議会役員と合同で研修
会を開催しました。
　新潟医療福祉大学　渡邊先生より『社会福祉法人に
よる地域課題へ向けた貢献活動』をテーマとしてご講
演をいただき、地域共生社会の実現に向けての考えを、
多様な事例と共にお話しいただきました。

　また、実際に地域と社会福
祉法人が連携し取り組みを
行っている、新栄町町内会長 
小松さん、ほっとサポートしん
えい管理者 山本さんから、活
動紹介をしていただきました。

　研修会を通じ、参加者の皆さまからは、地域貢
献活動について考えていただける機会となり、今後
の取り組みへの前向きなご感想をいただきました。

　新栄町町内会では、複数の居場所が定
期的に開催されています。しかし、町内
の高齢化に伴い、押し車や杖を使って参
加される方も多くみられ、「毎回楽しいけ
れど、町内会館まで近くても歩いていくのが難しくなった」という声が聞かれるように
なりました。これまでは来てもらうことで、健康づくりや交流の場に参加できるという
考えでしたが、地域福祉懇談会や秋葉区社会福祉協議会主催の支え合いのしくみづ
くり研修会（移動支援）に出席する中で、これからは来ることができるようにすること
も必要という考え方を知り、検討を始める後押しとなりました。
　そこで、新栄町町内会とほっとサポートしんえいは、古くから交流があったことから、
地域と施設が連携した移動支援について検討が始まりました。ほっとサポートしんえい
としても、長年の交流で地域の方への障がいの理解も広まっており、法人の地域貢献、
地域交流を進める上でも、この取り組みは、地域の方々と関わっていけるところが魅

力だと感じています。
　送迎のルートや確認事項、町内と施設の役割など
検討を重ね、令和5年10月より「新栄町支え合い移
動支援」がスタートしました。「来てね」から「迎えに
行くよ」の時代となり、参加者も増えてきています。
今後は、施設利用者も地域の居場所へ参加できる
よう地域貢献を通した地域と施設が関われるしくみ
づくりを進めていきます。

　荻川地区社会福祉協議会では、居場所とし
て週1回「荻川やすらぎの間」を開催しています
が、「行きたくても遠くて行けない」「送迎があっ
たら行きたい」という声が届いています。そこで、荻川地区でも移動支
援を検討するため、地域にある藤の木原福祉会に声をかけたところ、「法
人として地域に貢献していきたいと考えている」と快諾いただき、荻川地

区社会福祉協議会と藤の木原福祉会、秋葉
区社会福祉協議会で検討会を重ね、2月7日
に移動支援がスタートしました！
　新型コロナウイルス感染症拡大で困難がありま
したが、約２年前からの想いがようやく実りました。

　昨年度から買い物への送迎支援の検
討を始め、満日地区にある満日の里、け
やき福祉園、ぶどう工房、はさぎの里の
4施設の協力を得て、買い物送迎支援を
実施しています。買い物には、けやき福
祉園の利用者も同行し、車内での会話
や買った荷物を運ぶなどのお手伝いなどを通して交流しています。
　また、買い物支援をきっかけに満日地区の住民を対象に障がい
の理解の講座を実施することができ、施設と地域のつながりが深ま
りました。（講座については、６面をご覧ください。）

　小須戸コミュニティ協議会では、様々な事
業で地域の社会福祉法人と連携・協力して
進めています。
　ひとつは、デイサービスセンター緑花園か

ら車両の貸し出しの提
案を受け、地域の皆さ
んと検討を重ね、10月3日から対象地域の買い物
のための移動支援が始まりました。
　もうひとつは、草刈り等の生活支援をする「地域
お手伝い隊」にワークセンターほほえみのメンバー
も加わって一緒に活動しています。

その他にも、秋葉区内で取り組みが進められています！

　秋葉区社会福祉協議会では、地域と社会福祉法人等が連携して
地域課題に取り組むことで公益的な取り組みの推進を図るととも
に、支え合う地域づくりを進めるため、公益活動とは何か、活動
内容の例などを記したパンフレットを作成しました。公益活動やパ
ンフレットについてなど、ちょっとしたことでも結構ですので、ぜひ
秋葉区社会福祉協議会へお気軽にお問合せください。

研修会を開催

秋葉区社会福祉協議会では、必要に応じて、地域と社会福祉法人等を結ぶコーディネート（調整・相談等）をいたします。

新栄町町内会と
ほっとサポートしんえい
「新栄町支え合い移動支援」

「 ふ だんの く らしの し あわせ」について学ぼう福祉
教育

　福祉はその単語の頭文字を使い「ふだんのくらしのしあわせ」と紹介されることがあります。福祉教育は、ふだんのくらしのしあわせ
をつくるための学びです。

　子どもたちを含む地域住民が、身の回りの人々や地域との関わりの中から、「ふだんのくらし」の中にどのような福祉的課題があるかを自ら学び、課
題を解決する方法を考え、解決のために行動する力を養うことで、ともに生きる力を育みます。秋葉区社会福祉協議会では、地域住民同士がともに支
え合う地域づくり（地域共生社会）を目指し、福祉教育に取り組んでいます。

矢代田小学校４年生 福祉の学び

　矢代田小学校のすぐ前にあるふれあい会館で開催されている地域の茶
の間「いこてば こいてば ふれあい会館」の参加者の皆さんとの交流を目
指して、福祉の学びが始まりました。

　数字から見る高齢化の実態や山の手地区の福祉の取り組み、体験等
から高齢者について学びました。

　高齢者について学び、地
域の高齢者の皆さんとふれ
あった子どもたちから、「もっ
と福祉のこと知りたい！」と秋
葉区社協に連絡がきました。

　車いすやアイマ
スク体験を通し
て、障がいについ
ても学びました。

　高齢者について学
んだ子どもたちは、
お互いが楽しめる交
流を目指して、「いこ
てば こいてば ふれあ
い会館」の皆さんへ突
撃インタビュー！

　学んだことを活かして、自分たちだけ
が楽しむのではなく、簡単にできるルー
ルに変更したり、伝わりやすい説明の仕
方を考えたり、どうしたらお互いに楽し
い時間になるかみんなで話し合い、準
備をしてきました。高齢者について学ん
できた子どもたちからは、相手のことを
想ったアイデアがどんどん出てきました。
　当日は、地域の方々との楽しいふれ
あいの時間となりました。

　福祉について学んで
きた子どもたちと一緒
に学びの共有を行いま
した。
　子どもたちが書いた
付箋には、体験やふ
れあいなどを通しての
たくさんの学びや気づ
き、思いやりに溢れて
いました。

・私は、今日福祉の意味を初めて知りました。最初、おばあちゃ
んとおじいちゃんを助ける意味だと思っていたけど違いました。
福祉は人を幸せにするんだなと思いました。

・自分が大人になったら高齢者に何ができるかを考えていきたいです。
・元気に挨拶してくれたら嬉しいから私も大変そうな人、高齢者
の人がいたら元気に声をかけて優しく接してあげたいです。

・僕はこの内容を活かして、学校生活の中の委員会活動などで
学校を明るくしていきたいです。僕も人を笑顔にしたいなと思
いました。

　４年生での「福祉」をテーマにした学習は、子どもから大人
まで考えさせられる内容だと感じております。子どもたちは、
地域の茶の間での遊び、高齢者体験、車いす・アイマスク体
験、豆まき、学習のまとめを通して、人と人とが支え合って生
活していくことの大切さを知る良い機会になりました。
　また、１人１人が「福祉とは何か」を深く考える良い時間に
なったと思います。私自身も実際に子どもたちと同じ体験を
通して、「福祉」について改めて考える良い機会になりました。

　高齢者について学んでいる子どもたちに、
日頃から高齢者の福祉と向き合い、荻川地
区のよりよい地域づくりに向けて実際に活動
を行っている荻川地区社会福祉協議会の方
よりお話いただきました。

　認知症サポーター養成講座を実施し、認
知症の症状や接する時に心がけることを学
びました。子どもたちからは、「安心させて
あげたい」といった感想があり、自分ができ
ることを考えるきっかけになりました。

　福祉を学ぶ中で、福祉活動に取り組んで
いる地域の方のお話をお聞きしたり、交流
を行いました。たくさんの身近な福祉に触れ、
自分ごととして福祉は身近な存在であると捉
えてくれたようです。

　交流の拠点となる地域の居場所の役割や効果を学
んだ子どもたちは、今回自分たちで「なかよしサロン」
を企画し、小戸下組の「サロンさくら会」の皆さんをお
招きしました。交流することの楽しさを感じるとともに、
地域の方や地域の取り組みへの関心が生まれました。

　今回は、小学校で行われている取り組みの一部をご紹介しましたが、福祉教育は地域や企業向けにも取り組んでいますので、
ぜひ秋葉区社会福祉協議会にご相談ください。

結小学校５年生 阿賀小学校５年生

荻川やすらぎの間と藤の木原福祉会

小須戸コミュニティ協議会と小須戸地区の福祉施設

満日コミュニティ協議会と満日地区の福祉施設

　その後も「いこてば 
こいてば ふれあい会
館」の皆さんとの交
流は続いています。 2月には一緒に豆まきを

しました。
子どもたちの
気づき ・ 感想

4年生担任 近藤先生



賛助会員 にご加入いただき、ありがとうございました賛助会員 にご加入いただき、ありがとうございました

●BDコーポレーション株式会社
●阿部自動車興業株式会社
●小出耳鼻咽喉科
●新興タクシー株式会社
●大和開発興業株式会社
●越後天然ガス株式会社
●株式会社イシカワ
●株式会社新潟エコテック
●株式会社高塚文具
●株式会社坂電工業
●株式会社小川組
●株式会社新津自動車学校
●株式会社天神屋
●株式会社徳永製作所

●株式会社八重電業社
●新潟観光開発株式会社
●新潟薬科大学
●新潟かがやき農業協同組合新津支店
●新津商工会議所
●大宗建設工業株式会社
●日佑電子株式会社
●みらいホームヘルスケア新潟
●有限会社石澤製作所
●有限会社カーネットワークオート
●有限会社玉庭印刷所
●有限会社五十嵐工業所
●有限会社春日薬局
●有限会社新津ビル管理

●新潟県労働金庫新津支店
●有限会社新津清掃社
●医療法人社団健進会「田家地区
　健康を守る会」　
●株式会社プロビデンス
●有限会社ケアサプライどりーむ
●本町3丁目3区三寿会
●本町4丁目ときわ会
●新町長寿会
●日宝町宝寿会
●飯柳長生会
●草水町千歳会
●滝谷町長寿会
●南町鶴寿会

●美幸町長寿会
●新栄町緑町鶯鳴会
●古田親盛会
●秋葉寿楽会
●田家2丁目老壮会
●東金沢老友会
●中新田清老会
●満願寺寿会
●七日町白寿会
●川口皆和会
●結福島楽悠会
●荻島荻友会
●こがね町交友会
●車場寿会

●大鹿ときわ会
●小口和楽会
●六郷瓢会
●金屋共祉会
●市新松友会
●秋葉区新津地区更生保護女性会
●新潟中蒲地区保護司会秋葉支部
●田中 義夫
●鷲津 幸男
●北上 善朗
●小林 俊介
●新潟中蒲地区保護司会
　秋葉支部保護司の皆様

企業・団体・個人の皆さまから賛助会員にご加入いただきました。  （令和６年３月現在）
（敬称略・順不同）

お問い合わせ　秋葉区社会福祉協議会　TEL 0250-24-8376

●企業　●団体　●個人

秋葉区社協だより
新潟市秋葉区社会福祉協議会
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新潟市秋葉区新津本町1-2-39
TEL：0250-24-8376（代表）FAX：0250-23-3322
TEL：0250-24-8345（秋葉区ボランティア・市民活動センター）
ＵＲＬ：http://niigataakihaku-syakyo.jp/
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秋葉区社会福祉協議会
（新津地域交流センター2F）

検索秋葉区社会福祉協議会

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

秋葉区社会福祉協議会

ホームページ
も見てね

秋葉区にお住まいの方で新聞未購読等、秋葉区社協だよりが届いていない世帯
で郵送を希望される方は、秋葉区社会福祉協議会までお申込みください。

新津中央地区活動紹介
― 自学ひろば　～学習習慣と地域のきずな～ ―
　新津中央コミュニティ協議会では、平成30年から新津第一小学校３年生を
対象に、年間20数回・水曜日の放課後、自学ひろばを行っています。
　ここでは、児童が宿題やプリントなど自主的な学習をしています。
　運営にあたっては、新津第一小学校、学校支援会（教員OB）の協力を頂い
ています。取り組みを通して、地域のきずなが深まることを願っています。子ど
もたちのいきいきとした表情は、地域の宝物です。

（新津中央コミ協　会長　中村さん）

秋葉区社協だよりの郵送申込みを受け付けております。

きらりん

Vol.46

中も読んでね

　社会福祉法人は、「地域におけ
る公益的な取り組み」等により、地
域社会に積極的に貢献していくこ
とが求められています。秋葉区内
で地域と共に行われている取り組
みを紹介します。

　より多くの皆さまに情報をお伝えできるよう
希望される方には個別に郵送をしています。
　お近くの方にぜひご案内ください。

お申し込み先：秋葉区社会福祉協議会

TEL0250-24-8376
FAX0250-23-3322

年３回（7月・10月・3月）に
発行予定です！

今 回 の
　  特 集

秋葉区社協だよりの
郵送申込みを
受け付けています

　秋葉区社協だよりは、新聞折り込みでお届
けするとともに、区役所、コミュニティセンター
などに設置をしていただいております。

　目の不自由な方を対象に、点字版や音声版
（デイジー・CD版）も発行しています。

ふれあい福祉サービス 協力会員について
　資格等は必要ありません。当サー
ビスにご理解をもって活動してくだ
さる方はどなたでも登録できます。
できるときにできることを、短時
間での活動も可能です。皆さまの
支え合い・助け合い活動へのご登
録を心よりお待ちしております。

説明会のご案内
毎月20日に秋葉区社会福祉協議
会にて説明会を開催しています。
午前10時から1時間程度、予約は
不要です。当日、時間までにお越
しください。
※20日が祝日にあたる場合は翌日に
　なります。

交流会報告
　令和５年11月17日（金） 協力
会員を対象に、交流会及び研修
会を３年ぶりに開催しました。
心がまえの確認や意見交換を行
い、協力会員同士の情報共有、
交流の場となりました。

あたたかいご寄付をありがとうございました
寄付金額 ・ 物品
50,000 円
20,000 円
18,857 円
17,535 円
10,000 円
2,000 円

431 円

20,000 円
米 5㎏

9,861 円
野菜

食料品・日用品

非常食

米 60㎏
米 20㎏

寄付者氏名（敬称略）
新潟県労働金庫新津支店
松本 京子
ベルシティ新津
金津コミュニティ振興協議会
渋谷一座
匿名
秋葉区市民囲碁大会実行委員会 
実行委員　田地野 裕一

匿名

程島町内会

㈱ダイナム新潟新津店
東北電力ネットワーク㈱
新津電力センター
匿名
匿名

寄付先
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協

秋葉区社協

秋葉区内子ども食堂
フードバンク

秋葉区社協

秋葉区社協

秋葉区社協

秋葉区内子ども食堂
秋葉区社協

◀秋葉区内の福祉事業・活動に
　活用させていただきます。
　（令和5年8月16日～令和6年2月29日）

物品等の寄付について
物品や食品の寄付をしたい旨のご連絡をいただいております。
物品や食品については、下記のとおりご案内申し上げます。
○物品：必要とする福祉施設等（市内・区内）に情報提供を

行っております。
（情報提供を行うため、型式や写真等詳細な情報が
必要となります。）
なお、必要とする福祉施設がない場合など、お断
りすることもございますので予めご了承ください。

○食品：食品は、秋葉区社協窓口にフードバンクにいがたの
寄付受付用ボックスを設置しております。
お受けできる条件がございますので、詳細はフード
バンクにいがたにお問い合わせください。

フードバンクにいがた問い合わせ先　TEL025-282-7374

　お寄せいただいた募金は、秋葉区内の地域福祉活動
をはじめ、県内の民間福祉施設等への助成や災害支援
に活用されます。
　運動期間中、お力添えいただきました自治会町内会、
学校、企業、各種団体の皆様に厚く御礼申し上げます。

令和５年度　赤い羽根共同募金実績
　令和5年度も赤い羽根共同募金にご協力いただき、
誠にありがとうございました。
　秋葉区内における募金実績額をご報告いたします。

赤い羽根共同募金 7,737,718円
歳末たすけあい募金 3,705,987円

実績合計 11,443,705円

株式会社ダイナム新潟新津店
ストアマネジャー　神田俊明様 （写真右）

東北電力ネットワーク株式会社
新津電力センター
所長　柴田隆様 （写真左）

 利用会員について
利用できる方：秋葉区にお住まいの方でおおむね65歳以上の方
 障がい児・者、お手伝いが必要な方
活動内容：調理及び食事の準備、買い物、掃除、洗濯、話し相手、外出の

付き添い（通院、散歩など）、ゴミ出し、灯油入れ、衣替え、新聞・
雑誌くくり　等

利用日時：平日の午前９時～午後５時
（ゴミ出しは午前８時半までに実施）

 土日祝日および12月29日～１月３日はお休み
利 用 料：１時間につき500円（ゴミ出しは30分250円）
 生活保護世帯は半額です

 ふれあい福祉サービスとは
　手助けを必要とする方、手助けをしたい方が会員となり、自分らしく心豊
かに暮らしていくために、住民がともに手を取り合い、家事援助や話し相手
などを通して、お互いの生活を支援、支え合う活動です。
　住み慣れた地域や家で少しでも長く暮らしたいという気持ちのお手伝いが
できればと思ってできたサービスです。


